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生き方の素敵なあの人、今、注目のこの人に

“節度ある好奇心"をもって徹底インタビュー

″
四街道市 佐藤

どうして農業をはじめたの?
山形の出身なのになぜ千葉で?
畑はどんな広さ?なにを植えているの?
「きらこ」の???に佐藤さんが
こたえてくれました。

捨吉さん

私
は
、
現
在
６８
歳
、
昭
和
五
十
二
年
、
民

間
か
ら
習
志
野
市
役
所
に
技
術
職
と
し
て
採

用
さ
れ
、
企
業
局
を
振
り
出
し
に
５
部
を
渡

り
歩
き
、
約
二
十
年
間
可
も
無
く
不
可
も
な

く
、
谷
津
干
潟
自
然
観
察
セ
ン
タ
ー
を
最
後

に
、
無
事
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
事
が
で
き

ま
し
た
。
先
ず
は
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
の
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
農
業
を
始
め

る
き
っ
か
け
は
―
。
定
年
後
、
私
の
故
郷
で

あ
る
山
形
県
に
期
間
限
定
で
帰
り
、
生
家
の

土
地
を
利
用
し
た
山
菜
農
園
で
も
や
り
た
い

な
ど
と
構
想
を
練
っ
て
い
ま
し
た
。
い
ざ
行

動
に
移
す
と
な
る
と
妻
の
承
諾
な
し
で
は
実

行
に
移
せ
ず
猛
反
対
に
あ
い
、
簡
単
に
挫
折
、

以
後
３
年
間
市
役
所
で
再
任
用
職
員
と
し
て

勤
務
１
年
が
経
過
し
た
と
き
、
人
間
ド
ッ
ク

に
て
、
胃
が
ん
が
見

つ
か
リ
シ
ョ
ッ
ク
で
、

暫
く
は
落
ち
込
み
ま
し
た
。
し
か
し
い
つ
ま

で
も
落
ち
込
ん
で
は
お
れ
ず
決
断
、
胃
を
３

分
の
２
切
除
、
２
か
月
間
体
職
、
職
場
復
帰

後
、
体
重
が
１５
キ
ロ
程
ダ
ウ
ン
、
術
後
半
年

が
過
ぎ
た
こ
ろ
、
今
後
の
健
康
管
理
を
考
え

た
時
、
家
庭
菜
園
で
も
や
っ
て
み
よ
う
か
と
、

近
く
の
友
人
を
訪
ね
農
家
を
紹
介
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
土
地
が
空
い
て
い
る
の
で
貸
し

て
も
い
い
よ
と
言
わ
れ
、
そ
こ
で
、
畑
を
∞

坪
程
賃
借
で
き
な
い
か
と
交
渉
、
３。
坪
は
貸

せ
な
い
け
ど
、
３
０
０
坪
な
ら
貸
す
と
の
こ

と
で
始
め
た
の
で
す
。
当
時
は
び
っ
く
り
の

広
さ
で
自
分
に
出
来
る
の
か
心
配
で
し
た
。

農
場

の
名
称
は
旬
菜
農
房

「
ヒ
バ
リ

フ
ァ
ー
ム
上
泉
」。
賃
借
し
た
畑
の
初
め
て

の
春
、
畑
に
た
た
ず
ん
で
い
た
と
こ
ろ
ヒ
バ

リ
が
畑
の
上
空
で
ホ
バ
ー
リ
ン
グ
。
ピ
ー
チ

ク
パ
ー
チ
ク
、
さ
え
ず
り
、
こ
れ
だ
～
と
直

感
。
町
の
名
称
が
上
泉
町
で
あ
る
こ
と
か
ら

命
名
し
ま
し
た
。

当
初
２
年
間
は
、
週
３
日
畑
作
業
、
そ
の

後
、
某
自
治
体
が
主
催
す
る
市
民
農
業
大
学

を

一
年
間
受
講
そ
れ
が
現
在
の
原
点
で
す
。

が
む
し
ゃ
ら
に
様
々
な
種
類
の
農
産
物
を

作
り
ま
し
た
。
（そ
の
間
５
年
間
は
術
後
の

定
期
健
診
）。
再
発
の
恐
れ
は
な
く
な
り
、

そ
れ
が
農
業
に
深
く
人
り
込
む
き
っ
か
け
と

も
な
り
ま
し
た
。
作
物
を
作
る
面
白
さ
に
虜

に
な
り
、
毎
年
３
０
０
坪
ず

つ
拡
張
し
た
結
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果
、
５
年
目
で
１
５
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル

（５

反
歩
）
現
在
２
２
０
０
坪
、
年
間
６。
種
類
程

の
野
菜
を
栽
培
、
作
る
こ
と
へ
の
こ
だ
わ
り

は
無
農
薬

ｏ
減
農
薬
有
機
栽
培
が
基
本
と
考

え
、
自
然
循
環
型
の
農
業
を
め
ざ
し
た
堆
肥

や
も
み
殻
燻
炭
を
作
り
、
畑
土
改
善
に
取
り

組
み
現
在
７
年
目
に
入
り
ま
す
。
５
年
目
か

ら
は
野
菜
の
宅
配
サ
ー
ビ
ス
も
開
始
、
年
６

～
７
回
配
送
を
行
っ
て
い
ま
す
。
安
心

・
安

全
な
野
菜
が
評
判
と
な
り
昨
年
か
ら
千
葉
市

内
の
直
売
所

へ
の
出
荷
、
農
場
の
運
営
費
を

得
る
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

生
産
す
る
野
菜
は
、
農
家
と
重
複
し
な
い

種
類
を
選
択
、
落
花
生
①
ジ
ャ
ン
ボ
落
花
生

②
千
葉
半
立
ち
③
ナ
カ
テ
ユ
タ
カ
④
郷
の
香

⑤
黒
落
花
生
、
サ
ツ
マ
イ
モ
①
紅
東
②
紅
は

る
か
③
パ
ー
プ
ル
ス
イ
ー
ト
ロ
ー
ド
④
安
納

芋
⑤
紅
マ
サ
リ
⑥
鳴
門
金
時
、
全
て
苗
作
り

か
ら
。
サ
ト
イ
モ
①
土
垂
れ
②
吊
乙
女
、
ス

イ
カ
①
モ
ス
ラ
の
卵
②
姫
ゴ
ジ
ラ
の
卵

（イ

タ
リ
ア
の
ス
イ
カ
）
③
チ
ャ
ー
ル
ス
ト
ン
・

グ
レ
イ

（フ
ラ
ン
ス
の
ス
イ
カ
）、
地
方
野
菜

①
ま
く
わ
う
り
②
大
葉
高
菜
③
金
ご
ま
④
隼

人
瓜
⑤
ヤ
ー
コ
ン
等
。
イ
タ
リ
ア
野
菜

（１０
種

類
程
度
）
他
多
彩
な
種
類
を
作
っ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
今
年
の
ニ
ュ
ー
フ
ェ
ー
ス
は

食
用
ほ
お
ず
き

（イ
タ
リ
ア
）
と
、
従
来
か

ら
あ
っ
た
ま
く
わ
う
り
を
栽
培
、
栽
培
見
通

し
が
つ
い
た
の
で
、
次
年
度
か
ら
大
量
栽
培

予
定
。
女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
デ
ビ
ュ
ー
さ

せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

昨
年
の
話
題
は
、
食
用
菊

「も
っ
て
の
ほ

か
」
を
栽
培
。
語
源
は
二
つ
あ
り

「も
っ
た

い
な
い
ほ
ど
美
味
し
い
か
ら
他
人
に
は
上
げ

ら
れ
な
い
」
「天
皇
家
の
家
紋
を
食
べ
る
と

は
も

っ
て
の
ほ
か
」
で
あ
る
。
（原
産
地
は

中
国
、
名
称

・
延
命
菊
）
昨
年
１０
月

Ｎ
Ｈ
Ｋ

テ
レ
ビ
生
活
情
報
番
組

「ひ
る
ま
え
ほ
っ
と
」

で
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
、
す
ご
い
反
響
が

あ
り
ま
し
た
。

一
人
農
業
は
覚
悟
が
大
事
で
、
す
べ
て
ひ

と
り
で
や
る
こ
と
。
最
初
に
作
っ
た
の
は
農

業
資
材
を
保
管
す
る
ア
ル
ミ
製
倉
庫
、
雨
水

タ
ン
ク
の
設
置
、
（ド
ラ
ム
缶
は
友
達
の
会

社
か
ら
‐５
本
を
無
料
で
譲
り
受
け
）
２
年
目

に
手
作
り
休
憩
小
屋
建
設
、
次
に
作
業
小
屋

を
設
置
、
出
荷
作
業
は
天
候
に
左
右
さ
れ
ず

出
来
る
よ
う
に
な
り
、
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
か
ら

想
定
を
超
え
た
農
業
に
な
り
そ
う
で
す
。
　
　
朽
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